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NAKANO YUKI

電動車椅子 元日本代表サッカー選手
講演家

生年月日：1988年 7 月 16 日

趣味：読書、スポーツ観戦、映画鑑賞

特技：電動車椅子サッカー



HISTORY
小学校１年生の時に「デュシェンヌ型筋ジストロフィー」と診断される。

この病気は生まれつきの難病で、少しずつ全身の筋肉が弱くなっていく。

１１歳で歩けなくなり、車いす生活が始まる。入院と同時に公立小学校か

ら養護学校に転校。高校は、自分の可能性を広げたいという想いに突き動

かされ、退院して廿日市高校に進学。

高校３年生の時には日本の筋ジストロフィー患者初のドイツ留学を経験。

２ ２ 歳 の 誕 生 日 に 自 伝 本 「 ユ ウ キ ノ シ ル シ 」 を 出 版 。

１４歳で電動車椅子サッカーを始めて、仲間と一緒に電動車椅子サッカー

クラブ「ERST広島M.S.C」を創設。ERST（エルスト）とは、ドイツ語で1

番という意味で、「絶対日本一になる」という想いを込めた。

２０１０年に日本電動車椅子サッカー選手権大会で準優勝し、FIPFAワー

ルドカップ・パリ２０１１で日本代表に初選出。２０１３年にシドニーで

開催されたアジア太平洋オセアニア選手権で優勝、ベスト・ディフェンス

賞を受賞。小学校・中学校・特別支援学校・公民館・大手予備校・病院・

老人ホームなどで講演会を多数開催。前向きに生きる大切さを伝え、たく

さんの人を勇気づけることが自分の使命だと考えている。

最高戦績

日本電動車椅子サッカー選手権大会 準優勝

FIPFAワールドカップ・パリ２０１１ 背番号１０を付け出場 ５位

アジア太平洋オセアニア選手権２０１３ 優勝

講演内容
「向き不向きより前向きに」

「夢を叶える」

「前向きに生きる」

「電動車いすサッカー」

「ユウキノシルシ」








